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旧約聖書の楽器トフ

一工ゼキエル書 28章 13節の翻訳を巡って一

佐々木哲夫

1 はじめに

ヘブル語のトフ (top1l'l)は、旧約聖書において 17回記されている 。1) 邦訳聖書で
は「太鼓、小太鼓、鼓 J(新共同訳)、 lタンバリン J(新改訳)、 1鼓、手鼓、タンバリ ンJ(口

語訳)などの邦語を用いて翻訳されている。旧約聖書ヘブル語辞典を参照するならば、

トフは、例えば "handdrum， timbr巴1，tambourine"と説明されているように、多義語でなく単

義語である 。2) また、語源の解説や同族語の比較からも、打楽器の一つであると考えら

れる。ウガリト語の tpが、竪琴や笛やシンパルなどの楽器と共に表記され、手打ち太鼓

の楽器と説明されているとおりである 。劫

本論文は、 トフの!日約聖書における用例を参照しつつ、その邦訳語「太鼓、小太鼓、

鼓、タンバリン」の意義を明らかにし、特に、エゼキエル書28章 13節のトフの解釈に

ついて考察するものである。

2 卜フの用例

トフの用例一覧表と略記号一覧を以下に示す。 トフが表記されている文脈では、他の

楽器や歌や踊りなどが少なからず併記され、喜びの感情(円門口tZI)が露にされている。例

えば、サウルとダビデの凱旋を迎える女たち(サム上 18・6)や父エフタの凱旋を迎える

娘(士 11:34)は、トフを打ち鳴らしつつ踊っている。凱旋する戦土のイメージは、ファ

ラオの軍勢を海へ投げ込み(出 15:2)アッシリアを打ち砕く(イザ30:32)主のイメー

ジと重なり、主への賛美の伴奏楽器としても用いられている(詩81:3、149:3、150:4)。

トフは、平和の喜び(エレ 31:4)を表現するだけでなく、宴会(イザ5:12、24:8、ヨ

ブ21:12)や歓送(創31:27)など日常の場面でも用いられる。楽団を先頭にして下っ

てくる預言者達の一聞は、楽器を奏しつつ悦惚状態で預言しているが、その状態は行進

できない程ではない(サム上 10:5)。心神の箱との行進場面で多様な楽器が奏されたよう

に(サム下6:5、代上 13:8)、喜びの感情を豊かに表現するためにトフが用いられた。笛
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や歌がメロディーを提供するとするならば、 トフは、感情の力強さや高揚を与えたので

ある。 5) 他の楽器や歌や踊りの併記がなく、文脈の主題も他の用例と異なる箇所が

エゼキエル書 28章 13節である。この箇所の詳細については後述する。

個所

自J31:27 

出15:20

土11:34

サム上10・5

サム上18:6

サム下6:5

イザ5:12

イザ24:8

イザ30:32

エレ31:4

エゼ28:1;，
詩81・3

詩149:3

詩150:4

ヨブ21:12

代上13・8

新共同訳 ・新改訳 口語訳 併記されている楽器など

太鼓 :タンバリン;手鼓 戸~Z:、 v瓜

小太鼓 jタンバリン iタンバリン

鼓 :タンバリン 鼓

太鼓 jタンバリン 手鼓 弦 K，弦 N 管 HL

太鼓 :タンバリ ン 手鼓 弦S

太鼓 タンバリン i手鼓 弦 K，弦 N，弦 '8 打 MN，打 『

太鼓 タンバリン 鼓 弦 K，弦 N 管 HL

太鼓 タンバリン; 鼓 弦K

太鼓 タンノtリン ~ ~止 4玄K

太鼓 タンバリン 鼓

留め金 zタンバリンj象眼

太鼓 ;タンバリン 1 鼓 弦 K，%:N

太鼓 zタンバリン z 鼓 弦K

太鼓 タンバリン 2 鼓 弦 K，~，主 M ， 管 'U

太鼓 タンバリン 手鼓 管 'U

太鼓 タンバリン 手鼓 弦 K，3玄N 管 HT 打 MT

略記号 邦訳語[新共同訳聖書]

弦 K..…一 …… .竪琴 (1i~コ)

弦 N …・… 琴(I;l::l~)日

弦 '8.… ・・……・・ . .. . .糸杉の楽器(口'Wi1:;l、~V)

弦 M...……・・・………一 弦 q~)

弦 s...……………・三絃琴(かうか

管 Hし…… …- ・…笛(い切)

管 'U …・ ・・一一一 …笛(::l~U))

管 HT・..…… ... ・ H ・-…ーラッパ(円つ~"ß司)

打 MN.. ……ー…….カスタネット(口'V~Pぬ)
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歌S

歌s ~語 MI

踊 M

歌s ~Ilí M 

踊 M

E南M

歌s



打 T.................……・ーシンパル(口、兄I;l::!)

打 MT ・・…………….シンパル(tl'D与事岱)

歌 S ……..............歌 (1'i!})

踊 M...... 踊り(均n~)

3 卜フの邦訳語の意義

本節では、手に持って踊りながら打ち鳴らす楽器トフの邦訳語として「太鼓、鼓、手

鼓、タンバリン」のいずれが妥当であるかについて考察する。新改訳聖書が一貫して用

いている邦語「タンバリンj は、読者に「胴に小さなシンパルを付けた極めて浅い小型

の片面太鼓Jという楽器のイメージを与える。タンバリンが鈴付きの形状に整えられた

時期は明確ではないが、紀元二世紀のローマのレリーフには今日のタンバリンとほぼ同

形の楽器が彫刻されている J それ以前は、鈴が付いていない単純なものだ、った。例え

ば、 Zinjirliから発掘された紀元前八世紀のレリーフには軍楽隊員と恩われる四人の演奏

者が浮き彫りにされており、その中の二人は IhanddrumJを叩いている。 8) また、バビ

ロニア出土の羅針盤座のレリーフには、琴や笛の奏者と共に handdrumを持つ女性が浮

き彫りにされている。 9) いず、れのレリーフにおいても、 handdrumには、小さな鈴は付い

ていない。現代における打奏太鼓は、テンパニーのような鍋型、打奏道具や手で=打って

奏する歩兵傭兵太鼓のような筒型、そして、タンバリンが属する枠型の三種類の共鳴器

に分類され、後者に関しては「タンバリンの枠には鈴の付くことも多い」と解説されて

いる。 10) すなわち、タンバリンという楽器名称は、手に持って手打ちする枠型の片皮太

鼓に対する総称であり、枠に鈴が付いているかは決定的特徴ではない。

他方、新共同訳聖書が用いている邦語「太鼓Jは、 日本語聖書の読者に対し、和太鼓

や団扇太鼓のような楽器のイメージを与え、また、 「鼓、手鼓」ならば、能楽の世界で

使用される日本特有の小鼓や大鼓を連想させる。いずれにせよ、邦語の「太鼓」には、

大太鼓から小太鼓、また、ヨーロッパ系からアジア系に至るまでのさまざまな太鼓が含

意されることになる。 Jl) トフの有する語義は、前節の用例を参照するならば、手に持つ

奏者が踊ったり行進しながら演奏できる楽器であり、 「太鼓」よりは「タンバリン」の

邦訳語の方が、語義範囲を限定していると考える。無論、この場合のタンバリンの枠に

小さなシンパルは付いていない。
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4 工ゼキエル書 28章 13節の卜フ

エゼキエル書28章 13節のトフの用例は特異である。なぜなら、楽器や歌や踊りが併

記されない唯一の箇所であり、また、主への賛美や喜びが文脈の基調となっていないか

らである。主題は、テイルスに対する嘆きである。特に、 13節は、テイルスの罪深さを

暗示的に浮き立たせようとしているかのように、神の園エデンの無垢できらびやかな情

景が描写されている。当該箇所の邦訳とヘブル語本文を以下に引用する。

お前は神の園であるエデンにいた。あらゆる宝石がお前を包んでいた。

ルビー、 黄玉、紫水晶/かんらん石、縞めのう、 碧玉/サファイア、ざくろ石、エメ

ラルド。それらは金で作られた留め金で、お前に着けられていた。それらはお前が創

造された日に整えられた。 (新共同訳)

あなたは神の|翠|、エデンにいて、あらゆる宝石があなたをおおっていた。

赤めのう、 トパーズ、 ダイヤモンド、緑柱石、しまめのう、碧玉、サファイヤ、 トル

コ玉、エメラルド。あなたのタンバリンと笛とは金で作られ、 これらはあなたが造ら

れた円に整えられていた。 (新改訳)

あなたは神の園エデンにあって、もろもろの宝石が、あなたをおおっていた。

すなわち赤めのう、黄玉、 青玉、貴かんらん石、緑柱石、縞めのう、サファイヤ、ざくろ

石、エメラルド。そしてあなたの象眼も彫刻も金でなされた。 これらはあなたの造ら

れた日に。あなたのために備えられた。 (口語訳)

(BHS) 

可Ç1?t;l~円つP、 1コ沢一与? Çl':ワ口、市総叩1~ 1づ四

M i?ì手1l~J ・ャ~O 円~~ì ロ万w w'tzhlJ めりつ市白BロウN

1J~':;' 相手間司事刊i?，J1 寸~l'l M;;lめ~::lウn

問題は、 三行目に記されている寸与I?t1寸号円である。原語のニュアンスを残す直訳を

試みるならば、最初の寸Dl"1は「あなたのトフ l、次の寸コi?，J1は「また、あなたの穴」

であり、全体は「あなたのトフとあなたの穴」と試訳される。しかし、これでは意味不

明となるので、さまざまな解釈が試みられることになる。例えば、 寸;ll'lの子音を書き

換えて寸t;J1l"1雪と読む操作を施し、 「あなたの刻まれた物Jすなわち「あなたの象眼」

と解し、ゆその解釈との連関で寸コ仰を「あなたの彫刻」と解したのが口語訳聖書の翻
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訳「あなたの象眼も彫刻も」である。しかし、子音の書き換えという操作は適切な手法

ではなく、聖書解釈においては極力マソラ本文を保持するよう努めるべきと考える。す

なわち、 寸~D をそのままの綴りで解釈する試みである。 13) ところで、寸号nとの調和

を図るため寸コ仰を楽器であると解したのが新改訳聖書の翻訳 「あなたのタンバリンと

笛」である。穴があいている楽器の笛と理解したのである。凶 他方、コ仰を台座に宝

石を固定させるための「飾り額l、また、 寸Pl'1を台座と解し、寸手i?，Ji寸号めを二詞一意
のように訳出したのが新共同訳聖書の翻訳「留め金Jである。 15)

原文の寸~i?ti Tj唱灼の明示的な意味を確定できないのだから、いずれの邦訳も可能で

あると言わさ、、るを得ない。そこで、エゼキエル書28章 13節の前後の文脈を参照しつつ

考察をさらに試みる。当該文脈の主題は、 「主なる神はこう言われる。お前は自分の心

が神の心のようだと思い込んでいる。それゆえ、わたしはお前に対して諸国の中でも最

も暴虐な外国人を立ち向かわせる。彼らはお前の知恵の誇りに向かつて剣を抜き、お前

の栄華を汚し、お前を陰府に突き落とす。お前は海の真ん中で切り倒されて死ぬ I(新共

同訳、 28:6-8)と記されているように、テイルスへの裁きである。 13節は、罪を犯す以

前のテイルスについて語っている。しかも、堕罪後のテイルスの姿とアイロニカルに関

連していると思われる。すなわち、 「お前の心は美しさのゆえに高慢となり、栄華のゆ

えに知恵を堕落させたI(新共同訳、 28:17a)と記されているように、富と栄華に酔いし

れて高慢となり自らを神であると思い込んだテイルスと、 トフとの関連性である。 トフ

は宴会で奏せられる楽器である(イザ5:12、24:8)。無垢な者の居場所であるエデンの園

に備えられであるトフと笛は、その場所に相応しく金で作られた最高のものである。し

かし、そのトフと笛が、富める罪人の宴会に使われる楽器であることを逆説的に暗示し

ているのではないだろうか。単義的意味を有するトフを他の用例と同じように楽器と理

解する可能性は、エゼキエル書28章 13節においても存在すると考えるのである。
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